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COVID-19の流行は世界に影を落としており、現在多くの国で死亡者数が増

え続けている。COVID-19は公衆衛生史上記録的な被害をもたらしていると

同時に、大気質や気候システムにも様々な影響を及ぼしている。ソーシャルディ

スタンス政策により経済活動の遅滞と交通量の減少がもたらされ、多くの都市

において大気質改善が報告されている。一方で、大気質の悪さと COVID-19

による死亡率に正の相関がみられている。それについては、COVID-19を引

き起こす SAR-Cov-2ウィルスの拡散をエアロゾルが促進する可能性に関す

る報告が増えているが、まだその原因は特定できていない。COVID-19流行

期間における公共政策によってもたらされる大気質や気候変化の長期的もしく

は短期的な変化については、強さやその符号も含めて、現在多くの研究が進行

中である。本論文では、COVID-19と大気質や気候変化に関連する最新の研

究をレビューしながら、科学的に重要な今後の課題を提起することを目的として

いる。 
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図で示す本論文の要旨 

 
 


